
「夢が叶った。親子で予備自訓練！」
支
援
し
た
。

で
行
わ
れ
た
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
第
１
１
７
教
育
大
隊
）
を

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

髙
田　

充
１
海
佐
）
は
、

１
０
月
１
０
日
（
金
）
か
ら
１
４
日
（
火
）
の
間
、
武
山
駐
屯
地

今
年
は
予
備
自
衛
官
制
度
創
設
６
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
本
訓

練
で
は
節
目
の
年
に
相
応
し
く
、
佐
々
木
美
幸
予
備
２
曹
と
佐
々

木
綾
子
予
備
士
長
の
母
娘
参
加
が
実
現
し
た
。

佐
々
木
予
備
２
曹
は
平
成
２
４
年
４
月
に
即
応
予
備
自
衛
官
を

退
職
後
、
３
回
目
の
訓
練
で
あ
り
、
佐
々
木
予
備
士
長
は
平
成
２

５
年
１
２
月
に
任
期
付
自
衛
官
を
退
職
後
、
初
め
て
の
訓
練
で
あ

「
射
撃
予
習
」
で
は
母
が
コ
ー
チ
と
な
り
娘
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
場
面
も
見
ら
れ
、
予
備
自
衛
官
の
先
輩
と
し
て
後
輩
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

訓
練
を
終
え
、
佐
々
木
予
備
２
曹
は
「
ま
た
１
つ
夢
が
叶
っ
た
。

１
つ
目
の
夢
は
娘
が
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
く
れ
た
こ
と
。
２
つ
目

は
私
と
同
じ
通
信
科
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
３
つ
目
の

夢
は
娘
と
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
」
と
語
り
、
ま
た
、
佐
々
木
予

備
士
長
は
「
迷
彩
服
を
着
た
母
は
普
段
よ
り
生
き
生
き
し
て
い
た
。

点
呼
報
告
の
際
、
一
瞬
に
し
て
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
る
姿
を
見

て
、
母
の
違
っ
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
来
年
も
一

充
実
を
図
る
」
と
し
て
い
る
。

芥川龍之介が英語教官

て
身
上
把
握
に
努
め
、
招
集
訓
練
の
魅
力
を
高
め
、
よ
り
一
層
の

神
奈
川
地
本
は
「
今
後
も
引
き
続
き
予
備
自
衛
官
訓
練
を
通
じ

緒
に
参
加
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

っ
た
。

海軍機関術参考資料室

こ
の
研
修
は
、「
川
崎
市
の
企
業
主
に
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
と
関
心

２
術
科
学
校
研
修
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
出
張
所
（
所
長　

荒
木
３
陸
佐
）
は
、

１
０
月
１
５
日
（
水
）、
川
崎
市
空
調
衛
生
工
業
会
の
海
上
自
衛
隊
第

を
深
め
て
頂
く
」
と
い
う
狙
い
で
行
わ
れ
た
。

海
軍
機
関
術
資
料
室
と
海
上
自
衛
隊
創
設
史
料
室
の
研
修
で
は
、

海
軍
の
歴
史
や
海
上
自
衛
隊
の
創
設
に
関
す
る
説
明
を
受
け
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
特
に
、「
芥
川
龍
之
介
」
が
英
語
教
官
だ
っ
た

あ
る
」
と
い
う
記
述
に
は
笑
い
も
起
き
て
い
た
。

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
短
い
時
間
だ
っ
た
が
充
実
し
た

川
崎
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
積
極
的
に
研
修
を
支
援
し
て
、
県
所

在
部
隊
の
歴
史
等
に
つ
い
て
広
報
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

研
修
し
た
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
大
満
足
の
様
子
で
あ

第２術科学校研修に大満足
と
い
う
話
に
驚
い
て
い
た
。

内
燃
実
習
場
で
は
、
磁
力
に
反
応
し
な
い
素
材
で
製
造
さ
れ
た
掃

海
艇
用
実
習
エ
ン
ジ
ン
に
「
こ
れ
は
す
ご
い
」
と
感
心
し
、
最
も
旧

式
の
実
習
用
エ
ン
ジ
ン
取
り
扱
い
説
明
書
の
「
叩
け
ば
直
る
こ
と
も

内
容
だ
っ
た
」「
史
料
室
の
展
示
品
は
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
も
っ
と

っ
た
。


